
今後の宇部市介護予防・日常生活支援総合事業について

令和6年8月5日付で厚生労働省老健局長より、平成27年６月５日老発0605第５号厚生労働省老

健局長通知の別紙「介護予防・日常生活支援総合事業のガイドライン」（以下ガイドラインと

いう。）において、ガイドラインの一部を改正し令和6年4月1日から適用するという通知があり

ました。今回の改正により、宇部市介護予防・日常生活支援総合事業（以下、総合事業）につ

いても一部改正を行います。

（新旧を一部抜粋）

従来の「通所型サービスA」は「通所型
サービス・活動Ａ」に改正され、緩和した
基準（緩和型）によるサービスは、介護
サービス事業者等以外の多様な主体よる
サービス・活動に改正されました。

従前相当サービスの想定される対
象者として、「進行性疾患や病態
が安定しない者など、専門職によ
る適切な支援が必要となる者」が
追記されました。

１ 介護予防・日常生活支援総合事業のガイドラインについての一部改正について



今後の総合事業における新規対象者の移行イメージ
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令和7年10月以降 短期集中予防サービス

今回の改正により、総合事業（通所型）から緩和型サービスが削除され、従前相当サービスについて

は対象者が限定されました。そこで、宇部市では新たな総合事業のサービス類型として、令和6年度に

試行実施しました「宇部市短期集中予防サービス」を令和７年度下半期に本格導入します。今後、総合

事業の新規対象者については原則短期集中予防サービスの利用を予定しており、短期間で集中的にリハ

ビリ専門職等の支援を受け、セルフマネジメント能力を高めることで再び自分らしい生活を取り戻せる

ように支援するサービスを提供します。

また、サービス終了後も高齢者が引き続き活動量を維持しながら地域とつながりが持てるよう、介護

保険外サービスも含めた多様な主体によるサービス・活動も展開し、高齢者の社会参加を促進します。

なお、現在従来相当サービス及び緩和型サービスを利用中の方については、引き続き利用できます。

３ 宇部市短期集中予防サービスについて

宇部市の新たな介護予防の取り組みとして、宇部市短期集中予防サービス（hope）（以下、本

事業という）を導入します。

本事業は、生活機能や運動機能が低下し自信や意欲を失ってしまった高齢者があきらめずに、

もう一度元の生活を取り戻せるように支援するサービスとして開始します。

２ 宇部市の総合事業移行イメージについて



1 事業概要 日常生活に不安を感じた人が、リハビリ専門職等の支援を受けながら「元の生活」を取り戻

す、90日間の通所型サービスです。

2 事業名・ロゴマーク

3 対象者 要支援1、2の方、または基本チェックリストで事業対象者に該当した65歳以上の方

4 開始日 令和7年10月1日から（予定）

5 実施事業者 適切な提供体制が確保できると認められる通所介護事業所、医療機関等

目標を設定し、９０日間の１日１日を自分と向き合いながら専門職の

アドバイスを実行し、再び自分らしい生活を取り戻す

「宇部市短期集中予防サービス」のロゴ。

自分らしい生活＝再び「希望」をもって生活できる喜びを取り戻してもらう

ことを英語「hope」で表現。中央の2文字は９０日を反転して表示。

6 事業の導入経緯

認定率 サービス利用率

宇部市 20.1 81.4

山口県 19.3 77.5

全国 19.5 77.6

宇部市の介護認定率及び介護サービス利用率（R4年度）

● 介護認定率、サービス利用率が全国、山口県

に比べ共に高い割合となっている。

● 介護認定率、サービス利用率の約半数は、

要支援1～要介護1が占めている。

軽度者（要支援1～要介護1）を短期間で集中的にケアすることで、自立した高齢者を増やす。

※ 短期集中予防サービスでは、要支援2までが対象

加齢に伴いできなくなったことを介護サービスで「補う」のではなく、もう一度「元の生活」

を取り戻せるような支援を実施する。

（％）

事業目的

手 法

「してあげる支援」から「元の生活を取り戻す支援」への転換を図る

元の生活を取り戻すこと（再びできるようになること）

＝リエイブルメント【 Re-ablement 】型の短期集中予防サービスを実施

効 果
・生活の不安を取り除き、できることが増えていく。

・セルフマネジメント（自己管理）能力が高まり、自信を持って生活できるようになる。

・再び多くの選択肢から選ぶ行為＝「自分らしさ」を取り戻す。

再び地域で自分らしい生活を楽しむ高齢者が増える。

結果として、認定率・サービス利用率の低下につながり、介護給付費及び

介護保険料を抑制する。



同ページ下部に、検討委員会※1の議事録及び本事業の試行サービスに

関する実施要綱等※２も掲載していますので、事業の構築過程の確認や実

施体制の検討についてご参考にしていただければと思います。

また、本事業では圏域毎に事業者数を設定し、圏域内の利用者に対して

サービスを提供できる体制の構築を目指しています。

市公式ウェブサイトに宇部市短期集中予防サービス（hope）の事業概要

等を掲載しています。詳細は右記の二次元コードからご確認ください。

（パソコンで閲覧される場合は、市公式ウェブサイトのウェブ番号検索欄

に「1023800」を入力してください。）

４ 事業実施体制等について

二次元コード

※１

※２

本事業の必要な事項を調査審議する委員会。R6年度は全4回実施。

本事業の実施要綱等は現在策定中のため、実施をご検討いただく場合は試行サービス

の要綱等を参照ください。ただし、宇部市短期集中予防サービス（通所型Ｃ）試行実

施要領別表３（第１１条関係） にある利用者１人あたりの委託料については、１回

につき６，５００円から８，０００円に見直す予定です。その他、試行サービスを検

証していく過程で内容が変更する場合もあります。


